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項 目 内  容 

テーマ 食品添加物の正しい理解のための情報発信 

要旨 

１ 都民の食品添加物に対する理解と不安 

令和６年度に東京都が実施した都政モニターアンケート（１）では、食品の安

全性について特に不安に思っている項目として、「食中毒」に次いで約半数が「食

品添加物」と回答した。 

 次に、同年度に実施した「若年層の食品安全に関する意識調査」（２）では、15

歳（高校生）～25 歳の若年層の約４割が「食品添加物について健康に影響があ

ると思う」と回答し、約３割が「食品添加物についてわからない」と回答した。 

これらのことから、若年層を含む幅広い世代において、食品添加物に対して

理解がされておらず、不安を感じている可能性が示唆された。 

 

２ 食品添加物の役割や安全性評価に関する認知状況 

消費者庁が実施した「令和６年度食品表示に関する消費者意向調査」（３）では、

「食品添加物は、安全性が評価されたものや我が国において広く使用されて長

い食経験のあるものとして国に認められたものが、食品の加工又は保存の目的

で使用されている」ことを知っている人の割合は、全体の半数をやや上回る程

度にとどまっている現状が明らかとなった。 

 

３ 都民への普及啓発 

東京都はこれまで、食品添加物についてホームページ（４）などにより情報発

信をしてきてはいるが、都民が食品添加物について正しく理解した上で主体的

に食品を選択できるよう、よりわかりやすく、効果的な普及啓発を進めていく

必要がある。 

 

添付資料 

（１）東京都令和６年度第１回インターネット都政モニターアンケート 

「食品の安全性について」調査結果（抄） 

（２）東京都「若年層の食品安全に関する意識調査報告書」（抄） 

（３）消費者庁「令和６年度食品表示に関する消費者意向調査報告書」（抄） 

（４）東京都ＨＰ「食品衛生の窓」（食品添加物） 
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